
　
2024年１月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2023年６月14日

上場会社名 サンバイオ株式会社 上場取引所  東

コード番号 4592 ＵＲＬ  https://www.sanbio.com/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）森　敬太

問合せ先責任者 （役職名）執行役員経営管理部長 （氏名）角谷　芳広 ＴＥＬ  03（6264）3481

四半期報告書提出予定日 2023年６月14日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無：無

四半期決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

事業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年１月期第１四半期 － － △1,461 － △937 － △626 －

2023年１月期第１四半期 － － △1,844 － 869 － △315 －

（注）包括利益 2024年１月期第１四半期 △1,068百万円（－％） 2023年１月期第１四半期 △2,945百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年１月期第１四半期 △9.68 －

2023年１月期第１四半期 △5.98 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年１月期第１四半期 5,932 3,839 58.2 53.23

2023年１月期 7,045 4,428 56.5 62.12

（参考）自己資本 2024年１月期第１四半期 3,451百万円 2023年１月期 3,980百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年１月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年１月期 －

2024年１月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

事業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） － － △2,398 － △2,341 － △2,344 － △36.85

通期 － － △4,642 － △4,597 － △4,598 － △72.30

１．2024年１月期第１四半期の連結業績（2023年２月１日～2023年４月30日）

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失である
ため記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年１月期の連結業績予想（2023年２月１日～2024年１月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年１月期１Ｑ 64,846,302株 2023年１月期 64,076,202株

②  期末自己株式数 2024年１月期１Ｑ 230株 2023年１月期 230株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年１月期１Ｑ 64,654,653株 2023年１月期１Ｑ 52,807,026株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

日本の再生医療業界においては、2014年11月に施行された再生医療安全性確保法及び改正薬事法によって、再生

医療の産業促進が進むなか、2022年末までに17品目が再生医療等製品としての製造販売承認を取得しました。ま

た、米国においては、2016年12月に可決された21st Century Cures Act（21世紀治療法）のもと、重篤な疾患の治

療を目的とした再生医療製品の迅速承認を可能とするRMAT（Regenerative Medicine Advanced Therapy）指定制度

が設けられ、2021年にはRMAT指定品目として初のBLA（Biologics License Application）承認取得を含むRMAT指定

３品目がBLA承認を取得しました。2022年にはRMAT指定品目のBLA承認取得はありませんでしたが、14品目が新たに

RMAT指定を受けました。2023年に入っても、4月末日時点において、国内で既に２品目が再生医療等製品としての

製造販売承認を取得し、再生医療の実用化は引き続き着実に進展しました。

このような環境のもと当社グループ（以下、当社、SanBio, Inc.（米国カリフォルニア州マウンテンビュー市）

及びSanBio Asia Pte. Ltd.（シンガポール）の３社を指します。）は、アンメット・メディカルニーズが高い中

枢神経系疾患を主な対象とし、当社グループ独自の再生細胞薬SB623の事業化を目指して、研究開発を進めまし

た。

SB623慢性期外傷性脳損傷プログラムについては、日本を含む国際共同フェーズ２臨床試験（被験者61名）に

て、2018年11月に「SB623の投与群は、コントロール群と比較して、統計学的に有意な運動機能の改善を認め主要

評価項目を達成。」という良好な結果を得て、2019年４月には、国内で厚生労働省より再生医療等製品として先駆

け審査指定制度の対象品目の指定を受けました。当社は、当該指定以降、先駆け審査指定制度の枠組みにおいて、

独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）との協議を進め、2022年１月に先駆け総合評価相談を終了し、2022

年３月に当社初となる国内での再生医療等製品製造販売承認申請を完了しました。現在、承認取得に向けて、PMDA

による審査対応及び収量に関する課題（申請時点と比較して収量が減少）への対応を行うとともに、承認後、速や

かに販売を開始できるよう、販売体制構築に向けた準備を着実に進めています。承認時期は当社で決められるもの

ではありませんが、今期中の承認取得を目指します。

慢性期外傷性脳損傷プログラムの良好な結果を受けて開始した慢性期脳出血プログラムについては、国内におけ

る臨床試験の開始に向けた取り組みを、国内SB623慢性期外傷性脳損傷プログラムの承認取得後速やかに進めてい

きます。

SB623慢性期脳梗塞プログラムについては、主要評価項目未達となった米国でのフェーズ２b臨床試験（被験者

163名）の追加解析結果を踏まえて、国内における臨床試験の開始に向けた取り組みを、国内SB623慢性期外傷性脳

損傷プログラムの承認取得後速やかに進めていきます。

このような状況のなか、当第１四半期連結累計期間は、SB623慢性期外傷性脳損傷プログラムの承認に向けた製

造関連の費用が主なものとなり、研究開発費1,048百万円を計上した結果、営業損失は1,461百万円（前年同四半期

連結累計期間は営業損失1,844百万円）となりました。一方、為替相場の変動による為替差益が発生したため、営

業外収益として為替差益534百万円を計上し、経常損失は937百万円（前年同四半期連結累計期間は経常利益869百

万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は626百万円（前年同四半期連結累計期間は親会社株主に帰属する四

半期純損失315百万円）となりました。

なお、当社グループは他家幹細胞を用いた再生細胞事業の単一セグメントであるため、セグメント別の業績記載

を省略しています。
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（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、5,850百万円（前連結会計年度末は6,967百万円）となり、

前連結会計年度末に比べて1,116百万円減少いたしました。これは、現金及び預金が1,050百万円減少したことが

主な要因であります。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、81百万円（前連結会計年度末は77百万円）となり、前連結

会計年度末に比べて３百万円増加いたしました。

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末の流動負債の残高は、873百万円（前連結会計年度末は1,090百万円）となり、前

連結会計年度末に比べて216百万円減少いたしました。これは、未払金が39百万円、未払費用が141百万円減少し

たことが主な要因であります。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末の固定負債の残高は、1,218百万円（前連結会計年度末残高は1,525百万円）とな

り、前連結会計年度末に比べて307百万円減少いたしました。これは、長期借入金が67百万円、繰延税金負債が

240百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、3,839百万円（前連結会計年度末は4,428百万円）となり、前連

結会計年度末に比べて588百万円減少いたしました。これは、新株予約権の行使により資本金及び資本剰余金がそ

れぞれ269百万円増加した一方で、親会社株主に帰属する四半期純損失626百万円の計上、為替換算調整勘定が442

百万円減少したことが主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月16日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、現在のところ

変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年１月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,732,775 5,682,155

前渡金 46,506 38,589

その他 187,980 130,130

流動資産合計 6,967,262 5,850,875

固定資産

有形固定資産 47,863 52,897

無形固定資産 1,292 885

投資その他の資産 28,695 27,377

固定資産合計 77,851 81,161

資産合計 7,045,114 5,932,036

負債の部

流動負債

１年内返済予定の長期借入金 268,000 268,000

未払金 331,073 291,225

未払費用 314,590 172,977

未払法人税等 605 302

賞与引当金 60,875 93,766

その他 115,129 47,353

流動負債合計 1,090,274 873,625

固定負債

長期借入金 665,000 598,000

繰延税金負債 860,930 620,490

固定負債合計 1,525,930 1,218,490

負債合計 2,616,205 2,092,116

純資産の部

株主資本

資本金 6,407,189 6,676,997

資本剰余金 10,118,632 10,388,439

利益剰余金 △8,177,057 △8,803,219

自己株式 △899 △899

株主資本合計 8,347,864 8,261,318

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △4,367,549 △4,809,815

その他の包括利益累計額合計 △4,367,549 △4,809,815

新株予約権 448,593 388,417

純資産合計 4,428,909 3,839,920

負債純資産合計 7,045,114 5,932,036

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2022年２月１日
　至　2022年４月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年２月１日
　至　2023年４月30日)

事業収益 － －

事業費用

研究開発費 1,370,355 1,048,774

その他の販売費及び一般管理費 474,039 413,046

事業費用合計 1,844,394 1,461,820

営業損失（△） △1,844,394 △1,461,820

営業外収益

受取利息 142 960

為替差益 2,729,832 534,554

その他 898 1,830

営業外収益合計 2,730,874 537,345

営業外費用

支払利息 7,477 2,882

資金調達費用 9,532 4,584

株式交付費 － 3,634

その他 － 2,073

営業外費用合計 17,010 13,174

経常利益又は経常損失（△） 869,469 △937,649

特別利益

新株予約権戻入益 － 71,350

特別利益合計 － 71,350

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
869,469 △866,298

法人税、住民税及び事業税 302 302

法人税等調整額 1,184,939 △240,439

法人税等合計 1,185,242 △240,137

四半期純損失（△） △315,773 △626,161

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △315,773 △626,161

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2022年２月１日
　至　2022年４月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年２月１日
　至　2023年４月30日)

四半期純損失（△） △315,773 △626,161

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △2,629,624 △442,266

その他の包括利益合計 △2,629,624 △442,266

四半期包括利益 △2,945,397 △1,068,427

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,945,397 △1,068,427

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年11月15日付発行の第34回新株予約権（第三者割当による行使価額修正条項付新株予約権）の行使

に伴う新株の発行による払込みを受け、資本金及び資本準備金がそれぞれ269,730千円増加しております。また、

当第１四半期連結累計期間においてストック・オプションとしての新株予約権の権利行使により資本金及び資本準

備金がそれぞれ77千円増加しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金が6,676,997千円、資本剰余金が10,388,439千円となっ

ております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

ととしております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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